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近
所
の
居
酒

屋
で
店
内
を
ア

ン
テ
ィ
ー
ク
で

飾
っ
て
い
る
と

こ
ろ
が
あ
る
。
そ
の
中
で
30

×
90
㌢
程
の
古
び
た
算
盤
が

あ
る
。
実
際
に
計
算
に
使
用

す
る
と
す
れ
ば
小
人
の
国
に

漂
着
し
た
ガ
リ
バ
ー
み
た
い

な
巨
人
で
あ
る
。

　

店
の
人
が
知
る
や
知
ら
ず

や
昔
、
刑
罰
に
使
っ
た
物
で

あ
る
。
容
疑
者
を
そ
の
上
に

正
座
さ
せ
て
、
膝
の
上
に
漬

物
石
を
載
せ
「
白
状
せ
え
」

と
威
喝
す
る
の
だ
。

　

人
間
の
残
酷
性
は
世
界
の

刑
罰
残
酷
史
に
記
さ
れ
、
ス

ペ
イ
ン
の
宗
教
裁
判
な
ど
エ

ド
ガ
ー
・
ポ
ー
の
短
編
で
お

ぞ
ま
し
く
読
者
を
戦
慄
さ
せ

た
。
日
本
で
も
残
虐
性
だ
け

で
な
く
、
斬
新
な
方
法
を
創

出
し
て
凝
り
に
凝
る
。

　

京
都
壬
生
の
八
木
家
の
み

そ
蔵
で
新
撰
組
は
長
州
の
ス

パ
イ
容
疑
を
公
儀
を
か
さ
に

後
世
英
雄
視
さ
れ
る
に
は
酷

す
ぎ
る
残
虐
の
限
り
を
尽
く

し
た
よ
う
だ
。

　

私
は
幕
府
崩
壊
の
第
一
要

因
は
ア
ヘ
ン
戦
争
で
も
ペ
リ

ー
の
黒
船
で
も
な
く
、
丸
腰

に
な
っ
て
降
参
し
た
水
戸
天

狗
党
へ
の
残
虐
な
処
刑
に
よ

り
時
の
政
権
が
天
下
の
信
を

失
っ
た
か
ら
だ
と
確
信
し
て

い
る
。

今日の数字

80．9％
　後継者が「いない」と回答した
歯科技工士の割合。協会の「歯
科技工所アンケート」で判明。
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法
人
税
ゼ
ロ
だ
っ
た
ト
ヨ
タ

５
年
間
で
利
益
約
１
兆
円
で
も
納
税
せ
ず

表①トヨタ自動車の利益と法人税・配当

減税の要因減税の要因

表④ トヨタ自動車（単独）の
　　法人実効税率額

　

ト
ヨ
タ
自
動
車
は
５
月
８

日
、
２
０
１
４
年
３
月
期
の

決
算
を
発
表
し
た
。
席
上
、

豊
田
社
長
は
「（
09
年
６
月

に
）
社
長
に
な
っ
て
か
ら
、

国
内
で
一
度
も
税
金
を
払
っ

て
い
な
い
。
納
税
で
き
る
会

社
と
し
て
ス
タ
ー
ト
ラ
イ
ン

に
立
っ
た
こ
と
が
素
直
に
う

れ
し
く
思
っ
て
い
る
」
と
述

べ
た
。
ト
ヨ
タ
は
08
年
度
か

ら
12
年
度
の
５
年
間
に
わ
た

り
、
法
人
税
（
国
税
分
）
を

１
円
も
払
っ
て
い
な
か
っ
た

こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
た
。

一
方
で
株
主
に
は
５
年
間
で

１
兆
円
を
超
え
る
配
当
を
し

て
い
た
（
表
①
）。

　

ト
ヨ
タ
は
08
年
の
リ
ー
マ

ン
シ
ョ
ッ
ク
後
に
自
動
車
の

販
売
台
数
が
落
ち
込
み
、

09
、
10
年
度
は
赤
字
決
算
に

な
っ
た
。
し
か
し
、
そ
の
後

業
績
は
回
復
し
、
11
、
12
年

度
に
は
多
額
の
利
益
を
計
上

し
て
い
る
。
利
益
は
通
算
で

９
３
７
８
億
円
だ
か
ら
、
少

な
く
と
も
２
８
０
０
億
円
ほ

ど
の
法
人
税
が
発
生
す
る
は

ず
だ
。
と
こ
ろ
が
法
人
税
は

５
年
間
ゼ
ロ
。な
ぜ
な
の
か
。

　

表
②
、
表
③
の
減
税
の
要

因
に
見
る
よ
う
に
、
ト
ヨ
タ

け
で
も
、
課
税
所
得
か
ら
除

か
れ
る
配
当
利
益
（
受
取
配

当
益
金
不
算
入
）
で
、
９
３

０
０
億
円
も
減
税
に
な
っ
て

い
る
。
さ
ら
に
、
こ
れ
に
税

率
を
か
け
て
算
出
し
た
法
人

税
額
か
ら
、
試
験
研
究
費
の

税
額
控
除
な
ど
で
１
０
０
０

億
円
以
上
も
法
人
税
を
減
ら

し
て
い
る
。
こ
の
大
企
業
減

税
が
ト
ヨ
タ
の
法
人
税
ゼ
ロ

を
も
た
ら
し
た
の
だ
。

　

と
こ
ろ
で
08
年
の
リ
ー
マ

ン
シ
ョ
ッ
ク
を
は
さ
ん
で
、

最
近
の
ト
ヨ
タ
の
実
際
の
法

人
実
効
税
率
は
ど
う
な
っ
て

い
る
の
か
。
表
④
が
そ
の
詳

細
を
示
し
て
い
る
。
こ
れ
に

よ
れ
ば
、
ト
ヨ
タ
の
８
年
間

平
均
の
法
人
実
効
税
率
は
わ

ず
か
25
・
２
％
に
す
ぎ
な
い
。

　

消
費
税
を
５
％
か
ら
８
％

へ
増
税
す
る
一
方
で
、
法
人

税
の
引
き
下
げ
を
目
指
す
政

府
や
財
界
は
、
ア
ジ
ア
諸
国

並
み
の
法
人
実
効
税
率
25
％

実
現
を
目
標
に
し
て
い
る
。

と
こ
ろ
が
ト
ヨ
タ
は
、
様
々

な
大
企
業
優
遇
税
制
、
租
税

特
別
措
置
に
よ
っ
て
、
こ
の

25
％
を
す
で
に
実
現
し
て
い

る
の
だ
。
政
府
は
「
日
本
の

法
人
税
は
ま
だ
高
い
」
と
言

う
が
、
大
企
業
の
実
態
は
す

で
に
十
分
低
く
、
こ
れ
以
上

法
人
税
を
下
げ
る
必
要
は
一

切
な
い
。
大
企
業
優
遇
の
租

税
特
別
措
置
は
廃
止
し
、
大

企
業
は
大
き
な
利
益
に
応
じ

連
、
民
医
連
、
中
央
社
保
協

な
ど
が
主
催
し
、
日
医
・
日

歯
・
府
歯
各
会
長
か
ら
賛
同

メ
ッ
セ
ー
ジ
が
寄
せ
ら
れ

た
。

　

デ
モ
後
に
衆
院
議
員
会
館

で
保
団
連
が
開
い
た
「
待
合

室
の
取
り
組
み
・
国
会
行

動
」
交
流
集
会
で
は
、
協
会

の
江
原
豊
理
事
が
「
皆
保
険

制
度
を
充
実
さ
せ
る
こ
と
の

重
要
性
を
訴
え
て
署
名
を
お

願
い
し
て
い
る
。
負
担
増
が

深
刻
に
な
る
中
で
、
改
善
の

た
め
に
と
も
に
が
ん
ば
ろ

う
」
と
呼
び
か
け
た
。

訂
正　

10
月
15
日
付
「
吹
田

市
で
口
腔
保
健
条
例
」
の
記

事
で
、
歯
科
口
腔
保
健
推
進

法
の
成
立
は
２
０
１
１
年
８

月
の
誤
り
で
し
た
。
訂
正
し

ま
す
。

新
）
に
は
、
協
会
と
技
工
士

連
絡
会
が
ま
と
め
た
『
技
工

パ
ン
フ
』
で
歯
科
医
療
の
現

状
と
問
題
点
を
説
明
し
た
。

　

請
願
署
名
は
辰
巳
議
員
、

山
下
芳
生
参
院
議
員
（
共

産
）、
宮
本
岳
志
衆
院
議
員

（
同
）
に
そ
れ
ぞ
れ
１
千
筆

を
提
出
し
た
。

　

日
比
谷
野
外
音
楽
堂
で
開

い
た
集
会
に
は
３
２
０
０
人

が
参
加
し
、
会
場
向
か
い
の

の
紹
介
議
員
と
な
る
よ
う
要

請
し
た
。

　

面
談
し
た
辰
巳
孝
太
郎
参

院
議
員
（
共
産
）
に
、「
患
者

申
出
療
養
な
ど
保
険
範
囲
を

狭
め
る
政
策
を
食
い
止
め
て

ほ
し
い
」
と
訴
え
る
と
、「
政

府
は
ア
ベ
ノ
ミ
ク
ス
に
よ
る

国
民
負
担
増
を
直
視
し
て
い

な
い
。
患
者
負
担
軽
減
へ
力

を
尽
く
し
た
い
」
と
応
じ

た
。
遠
藤
敬
衆
院
議
員
（
維

　

10
月
23
日
、
保
団
連
中
央

要
請
行
動
と
「
い
の
ち
を
ま

も
る
・
憲
法
生
か
す
10
・
23

国
民
集
会
」
が
あ
り
、
協
会

か
ら
下
井
戸
昭
介
・
戸
井
逸

美
両
副
理
事
長
は
じ
め
役

員
、
歯
科
技
工
士
、
歯
科
衛

生
士
ら
24
人
が
参
加
し
た
。

　

午
前
中
は
地
元
選
出
の
衆

参
国
会
議
員
に
保
険
範
囲
拡

大
、
患
者
負
担
増
撤
回
を
求

め
て
陳
情
。
窓
口
負
担
の
大

幅
軽
減
を
求
め
る
請
願
署
名

問
題
意
識
は
同
じ
。
前
向
き

に
取
り
組
ん
で
も
ら
い
た

い
」
と
重
ね
て
要
望
し
た
。

く
見
て
い
き
た
い
」
と
述
べ

た
。
小
池
議
員
は
「
実
態
を

把
握
し
て
い
る
の
で
あ
れ
ば

　

小
池
議
員
は
、「
大
阪
府
歯

科
保
険
医
協
会
な
ど
が
行
っ

た
ア
ン
ケ
ー
ト
で
、
週
70
時

間
以
上
働
く
技
工
士
が
５
割

を
超
え
る
。
一
人
ラ
ボ
で
は

90
時
間
以
上
が
３
割
近
く
も

あ
る
と
い
う
異
常
な
事
態

だ
」
と
指
摘
。
厚
労
相
に
パ

ン
フ
を
突
き
付
け
、
新
卒
技

工
士
の
離
職
率
の
高
さ
や
長

時
間
労
働
な
ど
を
追
及
し
、

実
態
調
査
と
処
遇
改
善
を
求

め
た
。
厚
労
相
は
、
各
種
調

査
で
「
技
工
士
の
勤
務
状
況

な
ど
を
把
握
し
て
い
る
。
技

工
士
会
と
連
携
し
な
が
ら
よ

厚
労
省
に
向

け
て
、
社
会

保
障
の
充

実
、
医
療
・

介
護
の
営
利

化
反
対
な
ど

を
ア
ピ
ー
ル

し
た
。
集
会

後
は
国
会
ま

で
デ
モ
行
進

し
た
。
保
団

た
、
応
分
の
税
負
担
を
す
べ

き
な
の
だ
。 

（
つ
づ
く
）

は
黒
字
だ

っ
た
08

年
、11
年
、

12
年
度
だ

（単独） （単位：億円）

年度 税引前利益 法人税 支払配当
08 1,826 0 3,136
09 △771 0 1,411
10 △470 0 1,568
11 231 0 1,577
12 8,562 0 2,851
合計 9,378 0 1兆543

表②税引前利益から除く金額
年度 受配益金不算入 繰越欠損金
08 780億円 －
11 4,095 －
12 4,425 3,562
小計 9,300 3,562

表③法人税から差引く金額

年度 試験研究費の
税額控除 外国税額控除

08 161億円 895億円

11 － －
12 283 60
小計 444 955

（単位：億円）

06 07 08 09 10 11 12 13 実効税率
法人税住民税事業税 4,746 3,993 235 △36 165 158 690 4,921 14,872

＝25.2％
税引前当期利益 15,552 15,806 1,826 △771 △470 231 8,562 18,384 59,120

（注）法定実効税率は06年から11年度までは39.9％、12年、13年度は37.3％。
　　　08年度から12年度までトヨタは法人税を払っていません。

3200人が参加した国民集会
＝10月23日、東京都内　　

協会と大阪歯科技工士連絡
会が作成したパンフレット

「命守れ」とアピール
10・23集会に3200人

歯
科
技
工
危
機
の
改
善
迫
る

歯
科
技
工
危
機
の
改
善
迫
る

協
会
の
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
を
手
に
厚
労
相
に
質
問

す
る
小
池
晃
議
員
＝
４
日
、
参
院
厚
労
委
員
会

小池晃参院議員（小池晃参院議員（共　共　
　産　産）が協会パンフ示し国会質問）が協会パンフ示し国会質問

　

参
院
厚
生
労
働
委
員
会
が
４
日
に
開
か
れ
、

小
池
晃
議
員
（
共
産
）
が
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
『
歯

科
技
工
士
が
い
な
く
な
る
』
を
塩
崎
厚
労
相
ら

に
配
布
し
、
歯
科
技
工
危
機
の
実
態
調
査
と
歯

科
医
療
改
善
を
迫
っ
た
。
パ
ン
フ
は
協
会
と
大

阪
歯
科
技
工
士
連
絡
会
が
共
同
で
作
成
し
た
も

の
で
、
協
会
の
資
料
が
厚
労
委
員
会
で
配
ら
れ

た
の
は
初
め
て
。


